
ソフトウェア技術

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

３単位 ３年電子情報科 ソフトウェア技術（実教出版） 電子情報科教員

教科・科目の目標

工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の意識
、 、 、 、や役割を理解させるとともに 環境に配慮しつつ 工業技術の諸問題を主体的 合理的に解決し

社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。
コンピュータのソフトウェアに関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と

態度を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 コンピュータにおけ コンピュータにおけ 実際にコンピュータ ソフトウェアを扱う
準 るソフトウェアに興味 るソフトウェアとハー を利用し、ＯＳやアプ 上で必要なハードウェ
・関心を持ち、ＯＳを ドウェアの役割を認識 リケーションパッケー アに関する基礎的な知
はじめとするいろいろ し、問題解決や処理の ジのインストールを行 識を持ち、いろいろな
な種類のソフトウェア ためにどのようなソフ うことが出来、ＯＳや ソフトウェアの特徴や
について学習する意欲 トウェアをどのように アプリケーションパッ 働きを理解し、目的と
を持ち、実際にそれら 利用すればよいかを判 ケージの基本的な操作 する処理を適切に行え
のソフトウェアを活用 断し、適切な処理を行 を行える。また、ネッ るソフトウェアを選択
しようとする態度を身 える実践的な能力を身 トワークの利用やセキ し利用することが出来
につけている。 につけている。 ュリティ管理などシス る能力を身につけてい

テムの基本的な運用管 る。
理を行うことが出来
る。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 学習状況 授業中の発問に対する
価 応答 応答 ノート・提出課題 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 定期的なプリント 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する解析の仕方 小テスト する解析の仕方
ノート・提出課題 ノート 定期試験 ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験

到達目標に向けての具体的な ○これから学ぶ専門科目や実習等で活用ができる基礎的・基本的な
取組 知識や技能を確実に身に付けさせる。

○理解しにくい内容では、ネット教材等を活用するなどの工夫をし
【評価規準を念頭に置いた指 て学ぶ意欲を持たせる。
導上の留意点】 ○課題解決的な実習を取り入れ、自ら考える機会を多くする。

○放課後や家庭での学習に発展できるよう、適切な課題を与え、学
ぶ習慣を身に付けさせる。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。
○目標に達しない生徒には、計画的に補習を実施し、学力の確実な
定着を図る。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

○ソフトウェアの重 関心・意欲 ○ソフトウェアの種類や分類などの基
ソフトウェア 要性や、基本的な役 ・態度 本的な知識に興味を持ち、ソフトウェ ◎
の基礎 割について理解させ アの目的を理解し学習する意欲を持

４ る。 つ。

○ソフトウェアの分 思考・判断 ○コンピュータにおけるソフトウェア
類と位置づけについ とハードウェアの役割を認識し、コン
て理解させる。 ピュータを活用するためにはどのよう ◎

なソフトウェアが必要であるかを考え
ることが出来る。



技能・表現 ○コンピュータの起動・終了などの基
本的な操作が行え、ソフトウェアの働 ◎
きについての基本的な動作が理解でき
ている。

知識・理解 ○ソフトウェアとハードウェアの働き
をきちんと理解し、ソフトウェアの分 ◎
類とそれらの特徴を理解している。

○オペレーティング 関心・意欲 ○コンピュータにおけるＯＳの目的と
オペレーティ システムのはたら ・態度 重要性について関心があり、ＯＳの機
ングシステム き、目的、構成を理 能を理解しようと言う意欲があり、Ｏ ○

５ 解させる。 Ｓの働きを知ることにより、ハードウ
・ ェアを含めたコンピュータ全体をより
６ ○制御プログラムの 深く理解しようとする態度が身に付い

主な機能であるジョ ている。
ブ管理・タスク管理
・データ管理・記憶 思考・判断 ○ＯＳの目的と機能を学習することに
管理・運用管理・障 より、コンピュータがどのようにして
害管理・通信管理な プログラムを処理して実行しているか ○
どについて理解させ を理解し、実際にアプリケーションな
る。コンピュータの どの処理を行っているときに、ＯＳが
処理形態にはどのよ どのような働きをしているか考察でき
うなものがあるか理 る。
解させる。

技能・表現 ○ＯＳの起動・終了などの基本的な操
○言語プロセッサや 作を行える。また、ファイルの移動や ◎
にユーティリティプ コピーなど、ファイルシステムの基本
ログラムついて理解 的な操作も行える。
させる。

知識・理解 ○コンピュータにおけるＯＳの目的を
○ コンピュータの 理解しており、コンピュータシステム
種類によるＯＳの違 によって利用されるＯＳが異なること ◎
いを理解させる。 を理解している。また、ＯＳの基本的

な機能と動作を理解しており、パソコ
ンのＯＳの基本的な操作方法について
の知識を身につけている。

○ソフトウェアパッ 関心・意欲 ○ソフトウェアパッケージの機能と操
ソフトウェア ケージの特徴とその ・態度 作に興味を持ち、実際にアプリケーシ
パッケージの 活用について理解さ ョンパッケージを利用し処理を行うた ◎

７ 運用 せる。 めに必要な知識を身につけようとする
～ 意欲があり、積極的に活用する態度が

○文書処理・表計算 身に付いている。10
・図形処理・プレゼ
ンテーションなどの 思考・判断 ○アプリケーションパッケージの種類
アプリケーションを と働きを学習することにより、目的と
具体的に取り上げ、 する処理に、どのようなアプリケーシ ○
それぞれの機能・用 ョンパッケージを利用すればよいかを
途・基本操作などを 考え、実際に処理を行える実践的な能
理解させる。 力を身につけている。

技能・表現 ○ワードプロセッサや表計算などのア
プリケーションパッケージをインスト ◎

、 。 、ールし 利用することが出来る また
プレゼンテーション支援ソフトウェア

、 。を利用して 発表を行うことが出来る

知識・理解 ○アプリケーションパッケージの分類
を知っており、基本的なアプリケーシ ○
ョンパッケージのインストールと操作
を行う知識を持ち、処理に応じてソフ
トウェアを使い分けることが出来る知
識を身につけている。



○データとファイル 関心・意欲 ○データベースに興味をもち、データ
データベース の関係について理解 ・態度 ベースの操作を行うためのＳＱＬを学
の設計と運用 できる。 習し操作する意欲を持ち、実際にデー

タベースを設計するための知識を身に ◎10
～ ○データベースの考 つけようとする意欲がある。

え方と、データベー12
スシステムの構成に 思考・判断 ○ファイルシステムとデータベースシ
ついて理解できる。 ステムの違いを理解することにより、

データーベースシステムの優れた点を
○関係データベース 理解し、データーベースの操作を学習 ○
の基本的な操作、デ することにより、データベースを有効
ータベース言語であ に利用していく態度を身につけてい
るＳＱＬについて理 る。
解できる。

技能・表現 ○関係データベースソフトを利用し
て、基本的なＳＱＬを利用したデータ
ベースの操作を行える。また、身のま
わりにある事象を分析し、関係データ ◎
ベースとして設計し利用できる。

知識・理解 ○データベースシステムの目的を理解
しており、データベース管理システム

。 、の基本的な機能を理解している また
関係データベースの基本的な操作方法 ○
を理解しており、目的とする処理を行
うことが出来る能力がある。

○コンピュータネッ 関心・意欲 ○ネットワークに興味を持ち、コンピ
ネットワーク トワークシステムの ・態度 ュータネットワークの原理や機能を理
ソフトウェア 基本的な働きと種類 解しようとする意欲があり、さらに、

１ の運用 について理解でき インターネットの技術を理解して、積 ◎
・ る。 極的に利用する態度を身につけてい
２ る。

○ネットワークの基
本的な機能と構成に 思考・判断 ○ネットワークに必要性を理解し、ネ
ついて理解できる。 ットワークシステムの機能と構成の学

習を通じ、ネットワークシステムに応
○インターネットの じて、その構築に必要なハードウェア ○
基本的な知識につい を適切に選択し、利用する能力をに見
て理解できる。 つけている。

技能・表現 ○コンピュータネットワーク上で基本
的な操作が行える。また、インターネ
ットを利用して、Ｗｅｂページを検索
したり、ファイルをダウンロードした ◎
り、電子メールを送ることが出来る。

知識・理解 ○ネットワークの種類と構成について
の知識を持ち、ネットワークの必要性
を理解している。また、インターネッ
トの基本的な知識を有し、インターネ ◎
ットを活用する知識を身につけてい
る。

○ＯＳを動作させる 関心・意欲 ○コンピュータシステムに興味を持
情報処理シス ために必要な作業に ・態度 ち、ＯＳのインストールを含め、コン
テムの管理 ついて理解できる。 ピュータシステムを構築し、システム

２ を安全に運用していく方法を学習する ○
・ ○物理的なセキュリ 意欲があり、ソフトウェアの権利など
３ ティ管理と論理的な 含めてシステムを運用していく上で重

セキュリティ管理に 要な知識を積極的に学習する態度が身
ついて理解できる。 についている。

○運用管理（システ 思考・判断 ○コンピュータシステムにおけるセキ
ム運転管理機能、ユ ュリティ管理や運用管理、障害管理な
ーザ管理機能）につ どの重要性と方法を学習することによ ○
いて理解できる。 り、コンピュータシステムを安全に運

用していくためにはどのような処理が



○コンピュータシス 必要か判断し、実践的に対応できる能
テムに起こりうる障 力を身につけている。
害の種類を説明し、
障害を防止し、シス 技能・表現 ○ＯＳのインストールを行い、ネット
テムの信頼性を高め ワークに接続する設定を行える。ユー
るための方法を理解 ザの管理ななどの基本的なセキュリテ ◎
させる。 ィ管理が行え、障害に備えるためにど

のような管理をすればよいかを実践的
○ソフトウェアの正 に理解している。
しい利用方法を身に
つけるため、知的所 知識・理解 ○ＯＳのインストールを含め、ネット
有権などソフトウェ ワーク接続の設定など、コンピュータ
アに対する権利を理 システムを運用していく上で必要な知 ◎
解させる。 識を身につけ、安全に障害が起こらな

いように管理する能力がある。


